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右
の
掛
図
は
「
楂
古
聿
樹
」
の

カ

カ

オ

図
で
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料

と
し
て
お
な
じ
み
の
カ
カ
オ
で
す

が
、実
は
明
治
時
代
「
楂
古
聿
」
は

じ
つ

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
の
当
て
字
で

し
た
。
カ
カ
オ
は
「
加
加
阿
」
「
可

可
阿
」
と
書
か
れ
、
チ
ョ
コ
は
一

般
的
に
は
「
猪
口
令
糖
」
「
千
代

ち
ょ
こ　

れ
い
と
う

ち

よ

古
令
糖
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
い
と
う

北
原
白
秋
の
短
歌
集
「
桐
の
花
」

き
り

に
は
『
楂
古
聿　

嗅
ぎ
て
君
待
つ

ち
よ
こ
れ
え
と

か

雪
の
夜
は　

湯
沸
の
湯
気
も　

静

サ
モ
ワ
ル

し
づ

こ
こ
ろ
な
し
』と
あ
り
、
当
時
「
楂

古
聿
」
は
飲
み
物
で
し
た
。

　

こ
の
掛
図
の
右
隅
の
上
部
に
は

「
砂
糖
や
牛
乳
を
加
え
た
カ
カ
オ

湯
は
コ
ー
ヒ
ー
と
等
し
く
美
味
」

と
う

び

み

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
カ
カ
オ

湯
」
は
「
コ
コ
ア
」
の
こ
と
で
す

が
、
コ
コ
ア
と
い
う
名
前
が
一
般

的
に
使
わ
れ
る
の
は
大
正
時
代
に

な
っ
て
か
ら
で
、
明
治
時
代
で
は

今
な
ら
一
杯
二
千
円
以
上
の
超
高

級
品
で
し
た
。

　

こ
の
掛
図
の
制
作
者
は
カ
カ
オ

に
あ
え
て
「
楂
古
聿
」
と
い
う
漢
字

を
当
て
て
書
く
こ
と
で
「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
（
楂
古
聿
）
が
採
れ
る
不

思
議
な
樹
」
と
し
て
紹
介
し
た
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

上
の
掛
図
は
「
栓
樹
」
の
図
で

キ
ル
ク

す
。
「
キ
ル
ク
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語

の
発
音
、
英
語
で
は
「
コ
ル
ク
」

の
こ
と
で
す
。
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク

栓
や
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
な
ど
、
今
で

も
使
わ
れ
て
い
る
木
材
で
す
が
、

植
物
の
和
名
は
「
コ
ル
ク
樫
」
、

が
し

素
材
と
し
て
は
「
木
栓
」
と
い
う

ぼ
く
せ
ん

の
が
一
般
的
で
し
た
。
「
栓
樹
」

は
学
校
の
掛
図
だ
け
に
使
わ
れ
て

い
る
当
て
字
の
よ
う
で
す
。
当
時

は
外
来
語
に
漢
字
を
当
て
る
と
き

に
「
ゴ
ム
」
は
「
護
謨
」
（
保
護
す

る
膜
）
、
「
パ
ン
」
は
「
麵
麭
」

（
小
麦
の
ダ
ン
ゴ
）
な
ど
、
漢
字
の

意
味
で
形
や
用
途
、
素
材
な
ど
を

直
感
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。
コ

ル
ク
栓
の
実
物
や
こ
の
掛
図
を
生

徒
に
見
せ
て
、
「
瓶
の
栓
に
使
わ

ビ
ン

れ
る
木
だ
か
ら
『
栓
の
樹
』
！
」

わ
か
り
や
す
い
で
す
ね
。

　

学
校
で
使
わ
れ
る
掛
図
に
は
、

教
室
の
生
徒
に
伝
え
た
い
制
作
者

の
意
図
が
あ
り
ま
す
。
掛
図
は
当

時
の
人
々
の
生
活
や
思
い
を
知
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
企
画
展
は
10

月
25
日
ま
で
展
示
物
を
一
部
入
れ

替
え
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

来
館
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
か
ら
特
別
展
『
つ
な

が
る
記
憶
の
ピ
ー
ス
』
ー
学
校
の

昭
和
一
〇
〇
年
ー
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
「
授
業
」「
学
校
行
事
」

「
健
康
」「
文
具
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ

で
、
昭
和
～
令
和
の
３
つ
の
時
代

の
中
で
、
変
わ
っ
て
い
っ
た
学
校

や
子
供
達
の
生
活
の
様
子
が
伝
わ

る
様
々
な
写
真
や
実
物
資
料
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ご
来
館
下
さ
い
。


